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研 究 ノー ト サ ム ソ ン物 語 雑 考

勝 村 弘 也

1.は じ め に

1.1.サ ム ソ ン物 語 の 研 究 史 に関 して は 、 か つ てLillianR.Kleinの 士 師

記に関する著搾1を月刊誌 『聖書 と教会』の 「海外新刊ニュース」(1989年8月

号)に おいて紹介 した際に、簡単に触れたことがある。この記事に対 しては

若干の読者かちの反響があったので、サムソン物語全体に関 してもっと詳細

な論考 を発表する義務 を感 じてきたが、さまざまな事情から今 日までそれを

果たすことが出来ないでいる。ここでは、 きわめて不十分ではあるがサムソ

ン物語に関する海外の研究の現状 を報告す るとともに、それに若干の コメン

トを付 けてノー トの形で提示す る。

この物語に関 しては、共時論的な考察を主軸 とするKleinの 研究以外 に、

非常に興味深い歴史的研究が近年海外で多数発表されている。しかしながら、

筆者の知 る限 りわが国では柴山栄の 「士師記14、i5章 の理扉])以 来、 旧約の

サムソン物語に関す る本格的な論文は発表されていない。また海外の研究の

現状を的確 に紹介 した記事 も見当らない。

1,2.士 師記13～16章 に描 き出されているサムソンの姿は、読者 に独特の

奇妙な印象を与える。サムソンは、ここでく士師〉のひ とりに数 えられている

ようではあるが(13・5b、15・20、16・31b)、 イスラエルをペ リシテ人の

抑圧から解放 したわけでもな く、何 らかの軍勢 を指揮 したわけで もない。彼

はどこまで も単独で行動するくテロリス ト〉的な人物に見える。彼の行動は、

あまりにも旧約に登場する〈標準的な〉指導者の行動の仕方か ら離れす ぎてい
くヨラ

るために、 きまじめな聖書の読者は当惑す るほかない。
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物語の冒頭でヤーウェの使いが現われて、「彼こそがペ リシテ人の手か らイ

スラエルを救い始める」(13・5)と 約束 しているのにもかかわらず、成人 し

たサムソンの行動はこの ような期待をおおきく裏切 っているようにも思われ

る。サムソンは、素手でライオンを引き裂 くほどの怪力男ではあるが、つ ぎ

つ ぎに女を変 える〈女たらし〉ではないのか。彼は敵のペ リシテ人に対 しては

色々なく報復〉の口実を考え出すなかなか賢い男であるのに、最後には惚れた

女のデ リラ 彼女は賄賂をもらっていた!に だまされて破滅する。

彼は天性の能力の使い道 を誤 った男にも見える。最強の男が、女の泣き落 と

しや巧みなことばにはいたって弱い。

1.3,旧 約に登場する人物たちのなかで、サムソンはなかなかの人気者で

ある。絵画の題材に好んで用いられるところなどから見ても、サムソンには

一貫 して民衆的人気があったと考 えてよいだろう。 しか し、聖書を教化的な

い し建徳的な目的に使お うとする者には、解釈の困難なかな り厄介な物語で

あったと思われる。そこでキ リス ト教社会では伝統的に、サムソンがデ リラ

に裏切 られる場面に焦点を合わせて、「サムソンの ような強い男で も女がもと

で破滅す る」 とか 「だか ら悪い女 には注意 しろ」 と言った教訓を引 き出すた

めにこの物語が使われることになった。マ ドリン・ミルナー・カーの論文 「デ
　　ラ

リラ 中世から十七世紀に至る図像の変遷 」は、このような事情を

明らかにしている。 しか しなが らこのような〈建徳的〉解釈は、あまりにも男

性中心的であって、聖書の読者には女性 もいることすら忘れた恣意的なもの

と言えよう。また、 この物語の伝承の担い手であった人々や、現在の姿に物

語 を整えて記述 した人々の主要な意図が、そのような教訓にあった とは考 え

られない。

筆者は女子大学 という言 うまで もなく聴衆がすべて若い女性の場で、サム

ソン物語を教材 として用いた経験がある。その際にはもちろん、後述するよ

うな歴史的研究や現代のフェミニス トの解釈 を含むさまざまな解釈 を簡単に

提示 したのであるが、主人公のサムソンに対する彼女たちの態度は、必ずし

も否定的なものではない。た しかに 「わが ままで女たらし」のサムソンを敵

視するような意見もあるが、サムソンを芙雄 として認める意見もかな りある。
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次のような感想 もある。 自分の周囲のアッシーや メッシーたちと比較 し

てのことであるが、破滅型の強い男性サムソンは非常に魅力的であり、最後

には自分の本分を発揮 して敵 を徹底的に打倒するのであるか ら英雄 に違いな

い。また、悪女の典型 とされるデ リラに関して も、本当はサム ソンを愛 して

いたのだとする何かのスパイ小説にでもあ りそうな解釈 をする者 もいる。 こ

れらは、激 しい紛争の中で生きた登場人物に対す る彼女たちの共感の表明で

あるとも考 えられる。

2.サ ムソン物語の成立 と構成のなぞ

2.1.こ の 物 語 が 、以 下 の4つ の 部 分 か ら構 成 され て い る こ とは す ぐに わ か

く　ラ

る。

(1)サ ムソン誕生の由来。ここではサム ソンがナジル人であったことが強

調 されている(13章)。

② 成人したサムソンがテムナの女 と結婚 しようとす るが、失敗する。 こ

れがもとでペ リシテ人 とサムソンの く報復合戦〉になる(14～15章)。

(3)サ ムソンがガザの遊女を訪れるエピソー ド(16・1～3)。

(4)デ リラを愛 したサムソンが、彼女にだまされてペ リシテ人に捕 らえら

れるが、最後に怪力を回復 して多くのペ リシテ人を殺 し、自分 も死ぬ(16・

4以 下)。

これらの4つ の部分は、ルーズにつながっているだけのように も見 えるが、

サムソンの誕生か ら死にいたるまでの生涯を物語ってお り、筋 としての一貫

性はある。

2.2.と もか く、物語の各部分の断片的性格は否定で きない。また、ここに

描 き出された主人公サムソンの人物像 にも、われわれは分裂 した感 じを抱 く。

物語 を詳細に観察すればするほ ど、この物語のほころびのようなものがはっ

きりと見えて くる。それにもかかわらずこの物語を文学作品として劣ったも

の と見ることは出来ない。逆に文学としての魅力にあふれている。

この物語の民間伝承的な性格については、すでに古い時代から指摘されて

37



くの

きた。現在の聖書テクス ト成立 までには、おおよそ次のような過程があった

ものと考 えられる。

(1)ゾ ラ出身のダン部族に属するひとりの英雄の物語が、口頭で伝承 され

ながら発展 していった。この時に、東地中海世界に流布 していたさまざまな

伝承材料がサムソン物語にふ さわ しい姿に変形されて取 り入れられた。これ

が物語の基層を形成 している。

② このような基層 となる伝承を巧みに加工 して、士師記の文脈に適合す

るように物語 をまとめあげたのは、おそらく<申命記史家〉として知 られるバ

ビロン捕囚時代のユダヤ人であった。

(1)の段階は、当然かなりの長期 にわたったはずである。この基層伝承には、

ダン部族の生活領域であったべ テシメシ周辺の地域で起った紛争の記憶が残

されている。これは14章 以降ではっきりとしている。イスラエル側の男性 と

ペ リシテ側の女性が結婚 しようとしたことには、〈共生〉への可能性が含 まれ

ていたはずである。 しかし、結局は血で血を洗 うような激 しい地域紛争に発

展 して行ったのである。主人公サムソンの人物像が分裂 していることのひと

つの原因は、物語の伝承者であった民衆の感情や意識が分裂 していたためで

あるとも説明されよう。

②の記述編集の過程が、1回 だけであったのか どうかも疑問視されている。

おそらく<申命記史家〉による2回 の編集があったのだろう。 しかし、この点

に関 しては本研究 ノー トでは、ほとんど考慮 されない。士師記13章 と14章以

降の間に認められる一種の裂 目が、この ような編集作業の結果であったとす

る意見に関しては後述する。

2.3.最 近の数多 くの研究論文が示 しているように、この物語成立の背景に

は、東地中海文明がある。ペ リシテ人がいわゆるく海の民〉と関係していたこ

とは確かである。紀元前二千年紀の終わ り頃、〈海の民〉の一部はパ レスチナ

の海岸地方に定住 し、都市国家 を建設 しは じめた。彼 らは、先住民(士 師記

1・34以 下がアモ リ人に言及していることに注意!)や パ レスチナの中央丘

陵地帯を中心に展開していたイスラエル諸部族 と遭遇 したが、ペ リシテ側が
くマき

文化的政治的に圧倒的に優位に立った。(皮 肉なことに現代のパレスチナの
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状況 とはある意味で逆である)。サムソンの属 していたダン部族は、イスラエ

ルの中で当時もっともペ リシテ人の近 くで生活 していたために2つ の文化の

接触ないし衝突をもろに体験することになった。サムソンがペ リシテの女性

に強い魅力を感 じたのは、その背景にあったす ぐれた文明のためであった と

も説明され よう。

聖書の中のダン部族に関する伝承には、あいまいな点が多い。最初、彼 ら

はべ テシメシ付近、つまりイェルサ レムの西方、地中海 とのち ょうど中間あ

た りに定住 していたが、ペ リシテ人や先住民に圧迫されて北方に移住 したの

だ と〒応は考 えられる(ヨ シュア記19・40～49、 士師記18章)。 しか し、彼 ら

はヨシュア記19章 の語っている地域に、はたして〈定住〉したと言えるであろ
くおラ

うか 。 彼 らは農 業 に従 事 した の だ ろ うか 。 ゾ ラ とエ シ タ オ ル に 住 ん で い た こ

と は確 か で あ る(士 師 記13・25、16・31、18・11参 照)。 た だ し、 成 人 男 子 は

600人 ぐ らい しか い なか っ た よ うで あ る(18・11)。 彼 らは 、半 遊 牧 民 だ っ た

の だ ろ うか。デ ボ ラの 歌 で は船 乗 りで あ っ た よ うに 描 か れ て い る(士 師 記5・

17の新共同訳を参煎鉱 彼 らがほ とんど土地を所有 して農民となることが出

来ずに、ペ リシテ人やフェニキア人に雇われて船乗 りや港の労働者になった
ロの

と考えることは出来ないであろうか。ダンの部族の多 くの男たちが、海に関

係する〈底辺の労働者〉であったと考 えるならば、非常に多 くのことが説明さ

れるようにわたしには思われる。本研究においては、このことが十分 に論証

されたとは言えないが、作業仮説として立ててお きたい。

ここでは、物語の基層を形成 している伝承が使ったさまざまな民間伝承的

モチーフを調査 して、物語の成立過程に光 を当てるとともに、物語の筋の進

行 に見 られるく論理〉を解明 しようと試みた。聖書の編集者の意図に関する議

論についても若干触れておいたが、今回はこの点に関 しては十分に検討する

ことが出来なかった。

3.聖 書全体 におけるサムソン物語の位置

3.1.聖 書の中でサムソンに関する伝承は、色々な意味で孤立 しているよ
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うに見 える。まず士師記全体の中でこの物語は、〈付録〉とも見 られうるので

ある。最初の申命記的歴史書には、サムソン物語は含 まれていなかったので

はないか。そうだとすると、士師記13章1節 からサムエル記上1章1節 にっ

ながっていたことになる。その後の聖書の編集者が、士師記13章2節 以降を
く　け

挿入 したと言 うのである。そうであるとして も、サムソン物語の編集者がや

はり〈申命記史家〉である可能性は否定できない。このように考えると、時代

の異なる2種 類の 〈申命記史家〉が存在 したことになる。
く　　ラ

Geseの 議論は、だいたい以下の ようである。士師記は、大士師たちをだい

たい年代順に並べて記述 しようと試みている。現在の聖書の位置関係では、

サムソンはエフタとサムエルの間に置かれている。これからす るとサムソン

の物語 は、紀元前11世 紀中頃以後のペ リシテの勢力が非常 に強かった時代に

起った出来事 を描いているような印象を読者に与える。 しか しこの頃にはダ

ン部族 はすでに北方に移住 していたはずである。(Geseは 、デボラの歌がす

でに北方にいるダン部族 を前提にしているというが、これは先に述べたよう

に問題がある〉。サムソン物語ではダン部族はまだベテシメシ付近 に住んでお

り、紀元前12世 紀中頃よりも以前の状況を反映 している。 どうしてこのよう

な時間的な逆転が起ったのか というと、サムソン物語が、士師記の〈付録〉の

一部 として挿入されたからである。士師記12章 のエフタの物語 と3人 の小士

師たちの記録で、サムエル以前の士師たちの物語はいったん閉 じられたので

ある。しか し、ペ リシテとの闘争が激化 したサムエル時代 を導入する意味で、

同様 にペ リシテ と闘ったサムソンの物語が、後か ら挿入された。さらにこれ

にダン部族の北方への移動のエピソー ド(17～18章)な どが加 えられて、現

在の士師記が完成 したのである。

このような推定に関しては、全面的に再検討する必要があるように思われ

る。後 日の課題 としたい。

3.2.旧 約には、士師記13～16章 以外 にサムソンの名が言及されている箇

所はない。サムエル記上12章 のサムエルの演説の中には、士師時代 を回顧す

る場面があるが、マ ソラ ・テクス トは、士師の名前 として 「エルバアル、ベ

ダン、イフタ、サムエル」(11節 、新共同訳参照)を 挙げている。 ここにベダ
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ンと言 うなぞの人物が登場するのであるが、七十人訳はバラクと読 んでいる

(協会訳を参照)。マ ソラのべ ダンが何 を意味す るのかは判然 としないが、「ダ

ンのひ と」あるいはべン ・ダン=「 ダンの息子」の誤記であるとも考えられ

る。もしもそうだとするとサムソンと解釈 して もさしつかえないことになる。

タルグムは、ベン ・ダン説に基づいてサム ソンと解釈する。 しかし、近代の

ほ とんどの釈義家は、バ ラクを採用している。新約では、一度だけヘブル人

への手紙11章32節 にサムソンの名が挙げられている。 しか し伝承史的に興味

深いのはルカによる福音書1章15節 である(3,4.参 照)。 マタイによる福音

書2章23節 には、士師記13章5節 の 「ナジル人」の影響がみ られる。

3.3.サ ムソン物語がその誕生の次第を物語 る〈前史〉をもっているととも

に、最期の死の場面 をももっていることは特に注目される。 このような意味

でサムソン物語は、聖書全体の中で独特の位置 を占めている。〈誕生前史〉か

ら死 にいたる一生涯の伝承を残 している人物 としては、他 に旧約か らイサ ク、

ヤ コブ、モーセ、サムエル、ソロモンが、新約からバプテスマの ヨハネとイ

エスが挙げられる。これ らの人物が聖書全体の中で重要な意味をもっている
ロ ヨラ

こ と に説 明 は要 し な いで あ ろ う。 な お 、 女 性 は ひ と り もい な い。

〈誕 生 前 史 〉に 関 連 して 、 サ ム ソ ン の 母 が 不 妊 で あ っ た と され る 点 も、 他 の

偉 大 な人 物 た ちの 誕 生 の物 語 と共 通 して い る。旧約 の サ ラ 、ラ ケ ル 、ハ ンナ 、

新 約 の エ リサ ベ ツが 不 妊 で あ っ た と され て い る。 た だ し、 サ ム ソ ンの 母 の 名

前 は 知 られ て い な い。 た だ 「マ ノア の 妻 」 と さ れ て い るだ け で あ る。

3.4.マ ノア の 妻 にヤ ー ウ ェ の使 い が 現 わ れ て、 〈受 胎 告 知 〉を行 な うの も

著 し い特 徴 で あ る(13章3節 以 下)。 この よ う な受 胎 告 知 の 場 面 で は、 定 型 的

表 現 が 用 い られ るの が普 通 で あ る。 創 世 記16章11～12節 を ル カ の よ る福 音 書

1章31～32節 と比 較 す る と次 の よ う な構 成 要 素 が取 り出 せ る 。(他に イ ザ ヤ 書

7・14～17、 創 世 記17・19、 列 王 紀 上13・2、 歴 代 志 上22・9～10、 マ タ イ

く　の

による福音書1・21を も参照)。

(1)「見 よ」 に導入されて、妊娠 したことおよび息子の誕生が告知される。

② 息子の名前が告げ られ、命名の理由が説明される。

(3)息 子の将来に関する告知。
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士師記13章3節 以下 もほぼこのような定型に従っているが、(1)と(3)の要素

があるのに②の息子の名前に関するメッセージがない。その代わりに息子が

ナ ジル人であること、および母親が妊娠中に守 らなければならない食物規定

が告げ られるのである。ルカによる福音書1章13節 以下のバプテスマの ヨハ

ネの誕生にまつわる告知は、これ と非常に似ている。ザカ リヤの妻エ リサベ

ツが不妊であったことも類似 している。

4.サ ムソン物語の神話的背景

4.1.サ ム ソ ン(シ ム シ ョー ン:首im酌n)が 、 太 陽=シ ェ メ シュ と関 連 す

る こ とは古 くか ら指 摘 され て い た。Gunkelは 、メ ソ ポ タ ミアの 太 陽神 シ ャ マ

シ ュが 人名 サ ム ソ ン に は 隠 され て い る と考 え た が 、 こ の 他 に もサ ム ソ ン物 語

の 昔 話 的 モ チ ー フ に は 、 紀 元 前 三 千 年 紀 の メ ソ ポ タ ミア の 神 話 との 関 連 が指

く　らラ

摘 され る もの が あ る と した 。

J,Grayは サ ム ソ ンの 出 身 地 の ゾ ラ(ツ ォル ア ー)が 、 「太 陽 の 家 」を意 味 す

るベ テ シメ シ(ベ ト ・シ ェ メ シュ)か ら5キ ロ 弱 しか離 れ て い な い こ とに 注 目
こユ　ラ

す る。 そ の他 、 テム ナ(テ ィム ナ)、 エ シ タ オ ル 、 ラ マ ト・レ ヒ(あ ご骨 の 丘)、

ソ レ ク の 谷 な ど物 語 の 舞 台 とな っ て い る場 所 は、 た い て いベ テ シ メ シ の 近 く

に位 置 して い る。 ベ テ シ メ シ の 太 陽 を祭 って い た神 殿 の 祭 儀 伝 承 が 、 物 語 の

成 立 に 関係 して い た こ と も考 え られ る。

4.2.Grayは さ ら に 、 サ ム ソ ン物 語 とギIJシ ャの ヘ ラ ク レ ス神 話 との 関
くユわ

連をも指摘する。たしかに、二人の英雄は ともに好色であ り、 しば しば狂暴

になる。〈素手でライオンを殺す〉〈女にだまされる〉等のモチーフには共通性

がある。 また、サムソンとヘ ラクレスが ともにく暗黒の世界に下 る〉こと(前

者は盲 目になり、後者は陰府に下る)、サムソンは牢屋の中で苦役に服 したが、

ヘラクレス も彼よ りも弱いはずのエ ウリュステウスに隷属 したこと等の並行

を指摘することも出来る。ただ し、 このような類似に基づいてサムソン物語

がヘラクレス神話から直接的な影響 を受けたと結論するこ とは出来ない。わ

れわれに伝えられているヘ ラクレスの神話的生涯は、あまりにも多様である。
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その上 この英雄に関するギリシャの文献は、 旧約よ りも古いとは言えないの

である。 しか し、ヘ ラクレス神話がその基本的形態においては、すでにミュ

ケーネ時代に確立 していたと見られることには、十分注意 してお く必要があ

る。

4.3.メ ソポタミアの 「ギルガメシュ叙事詩」が、地中海世界のヘラクレ

ス神話 と旧約のサムソン物語に及ぼ した影響に関して も論 じられている。野

獣のようなエンキ ドゥーが遊女によっで壊柔される場面は、デ リラによるサ

ムソンの懐柔 と類似 している。 しか しながらこのような比較 は、今後の神話

学の領域における厳密な研究に期待 しなければならない。わが国には、すで
く　の

にカークのす ぐれた著作が紹介されている。

4.4.人 名サムソンに関する言語学的な説明は、柴山論文の160頁 以下を

参照せよ。これによると、シムショーンは、ウガ リットで 誉爵+ynと して見

られる人名に相当する。「エーゲ海からカナンに亘る間の北西セム語から来た

人名の形」ではないか と言う。

人名デ リラの意味については、解釈が一定 しない。ふつ う語根 としては、

dllが 考 えられているが、その意味は 「だらける」「なまめか しい」「垂れ

下 る」等であるとされる。ここから 「浮気女」「愛人」「巻毛の垂れ下る女」
くユヨラ

「聖娼」等の意味が想定 されている。Grayは 、デ リラはもともと豊饒の女
く　の

神に仕えたカナン人であってペ リシテ人に雇われたのだ と考 えている。そう

であるとすれば、サムソンとデ リラの物語はきわめて悲 しい男女の愛の物語

であることになる。Kleinは 、デ リラは 〈夜〉を意味するライラーを連想 させ

ることに注 目する。太陽を象徴するサムソンは、夜の女デ リラによって視力

を失い、ペ リシテ人に隷属す ることになるのだと言`210)

5,ナ ジル人 に関 する規定 とサム ソン物語

5.1.サ ム ソ ン が 民数 記6章 の 規 定 す るナ ジ ル 人 に は 当 ら な い こ とは 、 多
く　　ラ

くの研究者 によって指摘 されてきた。民数記6章 によれば、ナジル人 とは、

男であれ女であれヤーウェに誓願をたて、一定期間聖別 されることによって

43



そのようにくなる〉ものである。ナジル人は、ぶどうから製造されるものは一

切口にしてはならない。また、髪の毛をのばしておかなければならないが、

聖別の期間が過 ぎれば髪の毛を切って神に捧げることになっている。ナジル

人は、死体 に近づいてはならない。万が一、身を汚 した時には、最初の誓願

は無効 とな り、清めの儀式をしてからもう一度、誓願期間を設定する。

このような規定に照 らしてサムソンを見れば、彼の異常さが浮かび上がっ

てこざるをえない。

5,2.士 師記14章 においてナジル人であるはずのサムソンは、 ライオンの

死体 に触れるのみか、そこに生 じた蜂の蜜をとって食べている。彼は、 この
く　　

蜂蜜を父母にも与えている。 しかも、何 ら清めの儀式 を行なっていない。 ま

た、サムソンはテムナの女 との結婚式に際 して、宴会 を開いている。テクス

トには明記されていないが、彼がそこでぶどう酒を飲んだと考 えるのが 自然

である。なぞの内容か ら推定するとこれはどんちゃん騒 ぎなのである。

5.3.士 師記13章 のヤー ウェの使いのことばによれば、サムソンは誓願に

よってナジル人となるのではなく、生涯の最初から死ぬ 日まで聖別されたナ

ジル人である。 しかも、ぶ どう酒や不浄とされ る食物を採るなとの禁止命令

は、生 まれて くる息子にではな く、妊娠中の母親に向けられている。 これは

どう考 えても、普通のナジル人の規定からは外れている。

6.サ ムソン誕生の前史の著作意図

6.1.J.Keglerは 、 士 師 記13章 を詳 細 に分 析 して 、 こ こ に 申命 記 史 家 の

くユの

著作図を読みとろうとした。すでに見たように、サムソン誕生の経緯は極め

て異常なのであるが、これは申命記史家がサム ソンを通常の規格 には当ては

まらない全 く特異な(auBergewohlich)人 物 として描 こうとしているか らに

他ならない。生 まれて くる息子にではな く母親の方に厳格 な食物規定が命 じ

られる等の 〈特異なもののモチーフ〉が くり返 し出て くるのはこのためであ

る。サムソンは、ふつ うの士師で もナジル人で もないのだ。 しか し、まさに

この男か らイスラエルの解放 は 〈開始〉された(13・5)と 申命記史家は主張し
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ているのである。サムソンによってペ リシテ人に対する闘争は始 まった。ペ

リシテか らの救出ない し解放はダビデによって完成するが、サムソンはこの

サ ウルか らダビデへと続 く展開の先駆者 と見られていることになる。なお、

申命記史家は、13章 を執筆するに際して、6章11節 以下のギデオンに関する

物語 を利用 したことがKeglerに よって論証されている。

6.2.Kleinは 、士師記13章 の受胎告知を創世記21章 のサラの妊娠の場面
く　の

等 と比較することによって、ここに父祖物語へのあてこす りを見た。13章6

節のマ ノアの妻に告げたことば 「神の人(=男)が わたしの所に入って来 まし

た」は、かな り際どい表現である(6.3.参 照)。 不妊の妻が、妊娠 したこと

を夫に報告する文脈に出て くるからである。マノアが妻の話 を信 じないの も

もっともである。マノア とその妻 を比較す ると、明らかに妻が夫 をリー ドす

る形で物語の筋が進行 していることがわかる。夫にはマノアとい う名前が伝

えられているが、妻の方は無名である(13・2)。 サムソン物語全体の中で名

が知 られているのは、マノア、サムソン、デ リラの3人 だけであるか らマノ

アは重要な役割を担っていて もよさそうである。 しかし、実際にはマノアに

は〈男らしい〉貫禄がな く、妻について行 く。ヤーウェの使いと最初 に出会 っ

たのは妻の方であったが、これに対 してマ ノアはヤーウェに 「もう一度、わ

たしたちのところに来て下 さい」 と祈る。 しか し、皮肉なことに2度 目も御

使いは妻の方 に現われる。このようにヤーウェのわざに主として係わるのは、

一貫 して妻の方なのである。一連の事件に対 してマノアは感情的に対応する。

名のない妻の方が一貫 して冷静に事態に対処 してお り、論理的に思考するの

である。22--23節 の夫 と妻の問答 を観察す ると、このことははっきりする。

マノアが死ぬのではないか と恐れるのに対 して、妻は事態を論理的に解釈 し

て恐れる必要のないことを夫に説得する。Kleinは 、マノア と彼の妻の行動

が家父長的な社会の規範から逸脱 してお り、ここに物語の語 り手の意図が読

み取れるとす る。

6.3.Margalithは 、士師記13章6節 のbw"1「 ……の所に入 る」は慣

用句的表現であって、創世記16章4節 、19章31節 以下、29章23節 、30節 以下、

30章3節 、38章2節 以下、8節 以下、15～18節 等にも同 じ表現が出現するこ
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く　の

とを指摘する。サムソン物語では16章1節 にもこの表現が見出される。

7.サ ム ソ ンの なぞ

7.1.士 師記14章 でサムソンが婚宴の席で出 したなぞに関 しては、宗教史
く　フン

学派以来、特に多数の研究が発表されている。そのなぞは次のようなもので

あった。

食らうものか ら、食いものが出、

強いものか ら、甘 いものが出た(14章14節)。

なぞが儀礼的な場で提出されることがあることは、よく知 られている。旧

約にはシェバーの女王がソロモン王になぞを出 したという伝承があるが、こ

れ もおそらく外交の場で〈儀礼的な知恵比べ〉が行 なわれたもの と解釈 される。

サムソンのなぞもこのような儀礼的な性格のものであったと考 えられる(10.

3～4.参 照)。宴席にいたペ リシテ人たちはこれに正しく答 えなければサム

ソンに負けたことになるのだが、常識的に考えてその答えと言 うのは次のよ

うなものであっただろう。宴 もたけなわの席で酔 った男たちが考えた答えで

ある。(その1)「 嘔吐」:食 いす ぎ飲みす ぎであるから、酒に強いもので も嘔

吐することがあろう。(その2)「 花婿か ら出ることになるsperm」:な ぞが比
く　の

喩 的 に解 釈 され た こ と に な る 。 これ 以上 の 説 明 は要 し な い で あ ろ う。 しか し

な が ら、 サ ム ソ ン の 答 え は 「ラ イ オ ン と蜂 蜜 」 な の で あ っ た 。 こ れ に は 答 え

られ そ う も な い。

7.2.Gunkelは 、18節 の 答 え も本 来 、 別 の 独 立 した な ぞ で あ っ た と考 え

た。 新 共 同 訳 は 、 こ の よ うな 見 解 を採 用 した の で あ ろ う。

蜂 蜜 よ り甘 い もの は何 か

ラ イ オ ン よ り強 い も の は 何 か 。

こ れ を な ぞだ と考 え る と、 その 答 えは お そ ら く二 つ あ る の で は な くて 、 一

つ で あ る。これ もエ ロ テ ィ ッ クな もの と関 係 して い る ら しい。雅 歌2章3節 、

8章6節 か ら判 断 す る と答 え は 、 男女 の 「性 愛 」 で あ る(4・16～5・1を

も参 照)。 なお 、物 語 の 中 で 難 問 が 提 出 され る とい うの は 、 よ くあ るモ チ ー フ
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で あ るが 、 こ の よ うな な ぞ はHalsratsel(首 の か か っ た な ぞ)と よ ば れ て い

く　　ラ

る 。

8.ラ イオンの死体 に発生 した蜜蜂

8.1.サ ムソンの用意 した答 えが客人に容易に答 えられるようなものでな

いことはす ぐに分かる。 しかし、まった く想像 を絶する答えであったのか ど

うかは、検討 を要する問題である。地中海文化圏においては、養蜂の神アリ

スタイオスが牛の死体か ら蜜蜂を発生 させ た話がよく知 られていたと思われ

る。なお、ア リスタイオスはアポロンとニンフのキュレネーとの間に生まれ
くヨの

た 息 子 で あ る 。 ウ ェル ギ リウス は 以下 の よ うに 歌 って い る。

まず最初に、一定の場所 を選ぶ。 この目的にぴったり合 った

狭 い場所 を。それか ら、その場所 を低い瓦葺 きの屋根で覆い、

壁で狭苦 しく囲み、その壁には、四方か ら風が入 り、

光が斜めに射すような窓をあける。

つぎに、額の角が ようや く曲が りは じめた二歳の牛 を探す。

それから、牛が激 しくあが くのを抑えつけ、二つの鼻孔 と口を塞 いで

呼吸を止め、な ぐり殺 して、その肉と骨 とを、皮は傷つけずに

どろどろになるまでま島き砕 く。

このように した牛 を小屋 に横たえ、その体の下に、

細か く砕いた木の枝 と、欝香草(タ イム)と 新鮮な肉桂(カ シア)を 敷 く

これは、西風が水の面 を動かしは じめ るころ、

牧場がまだ新 しい色彩 に輝かぬ前、

か しましい燕が梁に巣をかけぬ前に行な う。

かかるうちに、軟 らか くなった骨の中で液体が温まり、

発酵 し、不思議や、あまたの虫が現われる。

最初は脚も羽 もないが、やがて羽音 をたてて群が り、

次第に上空へ舞い上が り、ついには、
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夏の雲か ら降 り注 ぐ夕立のごとく、

あるいはまた、身軽なパルチィアの弓兵が戦さを始めるとき、

その弓絃か ら放たれる矢の ごとくに、彼 らは どっ と外へ飛び出る。

くヨけ

なおヘロ ドトスは、オネシロスの首から蜜蜂が発生 した話 を伝えている。

ともか くペ リシテ人が、死体から蜜蜂が発生す るというモチーフを知 ってい

たことは十分考 えられるのである。

9.き つね/ジ ャッカルに松明を結びつける

9.1。 士師記15章4節 以下 に、サムソンはシューアール300匹 を捕 らえて来

て、2匹 の尾 と尾の間に松明を結びつけ火をつけて放った とある。まず、ヘ

ブライ語のシューアールSA`alが 、きつね(協 会訳が採用。Vulpes属)を さす

のか、ジャッカル(新共同訳が採用。Canis属 つ まり犬の仲間)を さすのかが

問題になる。 きつね とジャッカルの外見は、非常によく似ているが生態は異

なっている。 きつねは独居性であるが つ まり〈孤立〉して生 きる 、

ジャッカルの方は群れをな して生活する。サムソンはこの獣 を300匹 も捕 らえ

たのであるから、この点からすればジャッカル説 を採用した方がよさそうで

ある。 しかしなが ら両者は、古代の文献では しばしば混同されて用いられて

いる。サムソンの所業が史実だというのであれば、両者を厳密に区別するこ

とにも意味があるだろうが、ここには民話的なモチーフが用いられているの

だとすると、そ うしてもあまり意味はない。

9.2.シ ュー アールの関連語 については、Margalithが 詳細に調べ てい
　ヨの

る。 ア ラ ビ ア 語 の 語 根 削 か ら派 生 した 語 の 意 味 に は、 「火 をつ け る」 「燃 え

る」 「炎 」 「松 明 」 な ど が あ る。 他 方 、t`1やt`lbは 、 「きつ ね 」 や 「ジ ャ ッ

カ ル 」 を 意 味 す る。 興 味 深 い の は 、 ダ ン 部 族 の 領 地 に、 シ ャ ア レ ビ ー ム

(vsa`alebim:ヨ シ ュ ア 記19・42、 士 師 記1・35、 列 王 紀 上4・9を 参 照)と

い う地 名 が 見 当 る こ とで あ る 。 こ の地 名 の 意 味 は 「きつ ね の棲 息 地 」で あ る。

この あ た りは 、 ア モ リ、 ペ リシ テ 、 イ ス ラエ ル の 間 で争 奪 戦 の 行 な わ れ た所
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で あ っ た(サ ム エ ル 記 上7・14等 参 照)。

きつ ね は、 炎 の 形 を した赤 い 尾 を もっ て い る所 か ら、 〈きつ ね 〉と く松 明 〉

の 連 想 が 生 まれ る。Margalithは 、 ギ リシ ャの 俗 語 に λ μ々πo↓ρ`ず=「 松 明

の 尾 」=「 きつ ね」が あ る こ と を指 摘 す る。 わ が 国 に はく狐 火 〉の 俗 信 が あ る が 、

これ は 中 国 に も あ る。 キ ツ ネ ノ タ イ マ ツ と呼 ば れ て い る 暗赤 色 の きの こが あ

くヨヨユ

るが、彼岸花 をこのように呼ぶ地方 もある。鳥羽僧正の作 と伝えられる国宝

の 「鳥獣人物戯画」の甲巻 には、 きつねが尾を松明 として、楽 しそうに灯 し

ている場面が描かれている。このようにくきつね〉と〈松明〉は、世界中で連想

関係にあることがわかる。サムソンの活動領域 に含 まれていたシャアレビー

ムにまつわる話 として、この ようなエピソー ドが生 まれたのかも知れない。

9.3.し か し、このエ ピソー ドをまった くの空想の産物 とすることも出来

ないであろう。獣に松明を結びつけ戦場で計略に用いた とする記録は、古今

東西にかなりの例がある。

わが国においてよく知 られているのは、木曽義仲が越中倶利伽羅峠におい

て牛の角に松明をくくりつけ、敵陣めがけて放 った というく火牛〉の計である

(1183年)。これの手本 となった と考えられる中国の斉の田単が用いた火牛で

は、牛の角に兵刃を束ね、尾に葦を結びつけて点火 し敵陣に放ったとされて

いる。西洋にもこれ と類似する戦法があった。イタリアに侵入 したカルタゴ

の名将ハンニバルは、ファビウス ・マー クシムスの率いるローマ軍を混乱に

陥れるために計略を用いた。闇夜に2000頭 の牛の角に松明を結びつけて山の

斜面を登 らせたのである。やがて角が焼けは じめると、牛は山中を走 り回っ

たのでローマ側 は、敵に包囲 されている と思 った とい う(リ ー ウィウス

XXII、 プ ル タ ル コス 「フ ァ ビ ウ ス ・マ ー ク シ ム 巽ll。14世 紀 に モ ン ゴル 軍 を

迎え撃ったパフリー ・マムルーク王国は、風向きのよい時に野に火を放って

敵の侵入を食い止めるために、きつねや犬を利用したとされる。まず捕 らえ

たきつね と犬 を飢 えさせておき、ちょうど風向きのよい時に尾に松明を結 び

っけて用意 しておいた餌の方に走 らせ たと言兜)

9.4,オ ウ ィデ ィ ウ ス は ロー マ 人 た ちが 穀 物 の女 神 ケ レー ス(Ceres)の 祭

日(4月19日 〉に 、 きつ ね の 尾 に松 明 を結 び つ けて キ ル クス あ る い は 野 に放 つ
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風 習 に つ ・・て 語 っ てLaる(F。,(36tilV,679ff.」.オ ウ ィ デ ィ ウ ス は 、 カ 、レセ オ

リ(Carseoli)の 地でこのような風習が始 まった理由を以下のように 説 明 し

ている。 母の農婦が忙 しく家事 にいそしんでいる間に、12歳位になる元

気な息子が、農園か ら何度 も家畜 を盗んだことのある雌 ぎつねを谷でっかま

えた。少年が、この雌 ぎつねを干 し草やわ らで包んで火 をつけると、獣は少

年の手からのがれて逃走 した。 きつねは、収穫前の麦畑に走り込んだので、

火は風に煽られて穀物をなめつ くした。その後〈きつね〉の種属 を罰す るため

に、ケレースの祭の 日にきつねに火 をつけるのだ と言 う。 しかしながら、神

話学者たちはこのようなローマ人たちの風習の起源をもっと異なった所 に求

めている。 きつねは、収穫前 に麦が侵 される可能性のある錺病(ラ テン語:

robigo、 英語:rust、 ドイツ語:Kornbrand)を 象徴 しているとい うのであ
くヨの
る。

なお、わが国において きつねが稲荷明神の使いと考えられていることは、

穀物 ときつねの関係 を示 してお り興味深い。

10.抵 抗運動の闘士サムソンの登場

くユの

10.1.こ こでは、柴山栄 とGeseの 論文を参考 にしなが ら、14～15章 にお

いてサムソンとテムナの女の結婚の失敗がきっかけとなって、サムソンとペ

リシテ人が全面的に対決するにいたるまでの経過 をたどって見る。

10.2.ま ず、14章 においては、サムソンはテムナの女 と合法的な手続 きを

得て正式に結婚 しようとしていることが注目される。この結婚は、したがっ

てサム ソンの属するダン部族のマノア家 とペ リシテ人のテムナの女の属する

家(こ れを以降T家 と表記する)の 間で成立すべ きものであった。両家は地

理的にはさほど遠 く隔たっていなかったが、文化的に互いに相違する2つ の

社会 に属 していた。政治的には、㌍嫁の属するペ リシテ側がイスラエル を支

配 していたことが重要である。 このような事情が、この一種の国際結婚の失

敗の背景をなしている。ここでは、マ ノア家に花嫁が迎えられるのではな く、

両家の縁談は、サムソンとその両親がT家 を訪問する形で進められ、その後
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も〈妻問い婚〉としてこの結婚が正式にペ リシテ社会 に受け入れ られ る手はず

であったと思われる。しかし、実際にはこの結婚の挫折が地域紛争の原因と

なったのである。

10.3.宴 会は花婿のサムソン側が設定 したのであり、T家 の関係者がこの

場に30人 呼ばれた。一定期間の宴会の後、性交渉へ と進んで結婚式は完了と

なる手順であったが、サムソンは、宴会の席でくなぞ〉を出 した。 このような

なぞは、少な くともサムソンにしてみると儀礼的なものであって、花婿のす

ぐれた能力 を客人たちに示そうとする意図があったもの と判断される。これ

は、現代社会における婚宴においても花嫁、花婿の〈す ぐれた経歴〉がこのハ

レの 日に客人たちに紹介されるの と似たようなものであっただろう。このよ

うな事情か らすれば客のペ リシテ人たちは、サムソンとの〈なぞ合戦〉にいさ

ぎよく敗けなければならなかったのである。 しか し、ペ リシテ人たちは何 と

して も敗けた くなかった。賭にまけて着物 をサムソンに取 られることは、著

しい経済的損害であると考えたからである。

10,4.サ ムソン側からすれば7日 もの間、客人たちに酒をふるまったので

あるか ら、これに相当する返礼があって当然なのであった。なぞ合戦に勝つ

ことはペ リシテ人たちに 自分の能力を承認させるとともに、ふるまいに対す

る相当の返礼 を受け取るための儀礼的手段であって、その結果 として一種の

〈等価交換〉が成立するこ とになるのである。「麻の衣三十着、着替えの衣三

十着」(新 共同訳による)と いうのは法外 に高価であり、一種の強要であると

も受け取れるが、サム ソンにしてみると物質文明において自分たちよ りもは

るかに優位に立っている富めるペ リシテ人たちからこれくらいのモノを要求

してもかまわない と考えたのであろう。政治的にも経済的にも抑圧され劣勢

に置かれているひ とが、何かの機会に一気に相手をや りこめるような手に出

るのは何 ら不思議ではない。まして、ペ リシテ人たちはこの挑戦をいったん

は正式に受けようとしたのである。

10.5.し かしなが ら、ペ リシテ人たちはT家 と花嫁 を脅迫 し、花嫁の泣 き

落 とし戦術 を利用 しながらなぞを解いてしまった。これはサムソンには信 じ

られない程の非礼な行為であった。ペ リシテ人たちは花婿を侮辱 して一人前
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の男 として扱 うことを拒否 したのである。怒ったサムソンは、他の地域のペ

リシテ人を攻撃 して衣服 を奪い取 り、非礼 な客人たちにくれてや ったのであ

る。なお、14章19節 はヘブライ語では 「彼 らの うちか ら30人 を打 った」 とだ

けある。殺人 とはかぎらない。こうして、正式の手続 きを得て結婚 を遂行 し

ようとしたサムソンの意図は、中途で挫折 した。

10.6.こ の間T家 は、サムソンを立てるよりも、ペ リシテ社会の一貝 とし

て生 きのびるための方策を取った。〈家〉の論理で行動 したのである。サム ソ

ンの行為は、一応破談の宣告 とも受け取れたので、サム ソンの妻 となるべ き

であった女性は、客の一人 と結婚 して しまった。ここに行 き違いが発生 した。

サムソンは、結婚の手続きを完了してはいなかったが、決 してこの結婚 を放

棄 したのではなかった。〈サムソンの妻〉が別の男 と寝たことは、イスラエル

的な法の基準からすれば姦淫であった。姦淫は死刑に相当す る重大な犯罪で

ある。 しかし、政治的に無権利状態におかれていたサムソン側 には、合法的

な手段でペ リシテ人を罰する方法がなかったので〈テロ〉に訴 之て報復す るこ

とになった。 こうして15章4節 以下の焼 き討 ち事件が起 こった。ただしこの

段階では敵の財産 に損害 を与えただけで、殺人にまでは到らなかった。サム

ソンが地域の人々に損害 を与えたのであって、T家 を攻撃したのでないこと

は注 目に値す る。サムソンの解釈では、T家 は自分の家だったのである。15

章2節 で義父は、姉の替わ りに妹 を差 し出している。サムソンがどうしたの

かは記されていない。

10.7.地 域のペ リシテ人たちは、 このような事件が起 こったのは、災いを

招いたT家 のせいであるとして、その家を焼 き払って滅ぼした。〈家〉を守 る

ために、ペ リシテ側に留まろうとしたT家 は結局滅亡 した。しか し、サムソ

ンはこれを、 自分に加 えられた攻撃であるとして、報復 をエスカレー トさせ

た。15章8節 は協会訳では、「そしてサムソンは彼 らを、さんざんに撃 って大

勢殺 した」 となっている。マ ソラか ら訳す と 「彼は、彼 らのすね とももに大

打撃を加えた」とで もなる。「すね ともも」という表現が正確に何を意味する

のかはわからないが俗語的表現であろ囎)と もか く、サムソンとペ リシテ人

の間に本格的戦闘が始 まったのであり、彼は、徹底抗戦する道 を選んだので
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ある。「エータムの岩の裂 目に住んだ」(15・8)と ある通 り、彼はイスラエ

ル側か らも一定の距離を置 く<ゲリラ戦士〉として生 きようとしたのである。

10.8,ペ リシテ側は、ユダ部族に属するレヒを攻撃 してく犯 人引渡 し〉を要

求する手段に出た。軍事的に完全 に劣勢のユダの人々は、この要求に従わざ

るを得ず、サムソンの説得にかかった。この場面でペ リシテ側 とサムソンが

「彼らがわれわれにしたように、彼にするため」(15・10)「 彼 らがわたしに

したように、わた しは彼 らにした」(15・11)と述べたことが強調 されている。

両者が共に〈報復〉の論理で行動しているのである。ダン部族ではな く、ユダ

部族が攻撃 されたことも注目される。サムソンの立てこもった 「エータムの

岩の裂 目」がユダの領地内にあったことも一一つの理由であろうが、そもそも

ダン部族が政治的 ・軍事的に弱体であって、ペ リシテの交渉相手 としては無

意味であったからだ とも考 えられる。

10,9.サ ムソンは、事態の推移 を了解したのであろう。ユダの男たちの指

示 に一応従 うことにしたが、ペ リシテ人に屈服する意志はなかったもの と判

断される。サムソンが縛 られてレヒに来た とき、「ヤーウェの霊が彼の上に強

力に働 いて」縄をふ りほどき、単独でペ リシテ人と闘った。彼は 「1000人を

打 った」 とある。こうしてサムソンは、英雄 となったのである。

この話には、地名 レヒ=「 あご骨」にまつわる原因諌的モチーフが含 まれ

ている。古代においては獣のあご骨が、実際に武器 として使用された可能性

もあるか ら、このエ ピソー ドを空想的であるとは言えないであろ与1)鉄器 を

使 用 した ペ リ シ テ に 対 して サ ム ソ ン が あ ご骨 で 対 決 し た と い う モ チ ー フ に

は 、 この エ ピ ソー ドを伝 え た 民 衆 の ユ ー モ ア が あふ れ て い る。

なお 、 ユ ダ の 男 の 数3000と か 、 ペ リシ テ1000人 とか の 数 が 、 伝 説 的 特 徴 を

示 して い る 。

)1.ナ ジル人 と頭髪

11.1,サ ムソンが民数記6章 の命 じるようなナジル人規定 を守っていない

のだ とす ると、この物語の言う 「ナジル」には元来、全 く別の意味があった
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の か も知 れ な い。Margalithに よ れ ば 、 こ こ で はナ ジ ル で は な くて ネ ー ゼ ル

くるユコ

nezer「 頭 髪 」が 問 題 に な って い る の で あ る。 旧約 の ネ ー ゼ ル の 語 義 は 必 ず し

も 明 らか で は な い。 大 祭 司 や 王 が ネ ー ゼ ル を頭 に か ぶ って い た とあ る(出 エ

ジプ ト記29・6、 サ ム エ ル 記 下1・10、 列 王 紀 下11・12、 詩 篇132・18、89・

40等)。 ネ ー ゼ ル は く流 れ る よ う な巻 毛 〉な い し 〈髪 の 毛 の房 〉を意 味 す る の で

あ ろ うか(な おぶ ど うの 木 の シュ ー トを ネー ゼ ル と呼 ん で い る用 例 が あ る:

レ ビ 記25・5、11)。'

ギ リシ ャ神 話 に は 、 超 人 的 な 威 力 を 与 え る頭 髪 の 話 が か な りあ る。Mar-

galithは 、 こ の よ うな 旧約 に は な じみ の な い モ チ ー フが サ ム ソ ン物 語 に入 り

込 ん で い るの だ とす る。
て　　ラ

11.2,ギ リシャ神話か ら一例 を挙げてお く。メガラの王ニススは不思議な

巻毛 をもっていた。「この都の王ニススは、その額のまんなかあた りに威厳の

ある白髪にまじって一本の緋色にかがや く毛髪をもっていたが、これこそか

れの強大な統治権 を保証す るものであった」。 ところがニススの娘スキュラ

は、敵の ミノス王 を激しく恋す るようになる。戦いをやめさせ ようと考 えた

スキュラは、父の巻 き毛 を切 り取 って しまおうと考える。「ほかの娘 になぜわ

たし以上の勇気があるのだろうか。わたしにだって、炎や剣 をふみこえてい

くぐらいの勇気はある。 しかし、いまは、炎 も剣 もいらないわ。わた しに必

要なのは、父のあの髪の毛だけだわ。あの緋色の髪の毛こそ、わた しには黄

金よりも尊い。それは、 きっとわたしを幸福 にし、すべての願いをかなえて

くれるにちがいない。」。こうして父の寝室にしのびこんだスキュラは、父の

力の根源であった巻 き毛を ぐっす りと眠っていた父の頭か ら切 り取ってしま

う。父王の頭髪を手にいれた娘は、 ミノス王の前に進み出て言う。「『このよ

うな振舞いにいたりましたのも、恋ゆえでございます。わたしは、ニスス王

の娘、スキュラと申しまして、いまこそわたしの町 とわたしの家とが所有 し

ている全財産をあなたにささげます。わたしは、あなたご自身のほかにはな

んの報酬 ものぞみ ませぬ。 どうか愛の証 しとして、この緋色の髪の毛をお納

め ください。そ して、わたしがいまここにさしあげますのは、たんに父の髪

の毛一本だけではな く、同時に父の頭 をもさしあげているのだとお考え くだ
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さ い』そ うい っ て 、 右 手 で 罪 ぶ か い贈 物 を さ しだ した 」。 この よ う に娘 の 裏 切

りに よ って ニ ス ス は 、 ミノ ス王 に 捕 ら え られ た 。

ニ ス ス の 話 と非 常 に よ く似 て い るの が テ レボ エ ア の 王 プ テ レ ラー オ ス の 頭

髪 に 関 す る物 語 で あ る(ア ポ ロ ドー ロ スII4・7)。 ヘ ラ ク レス 神 話 に も頭

髪 の 呪 力 と関 係 した 話 が あ る こ とが 知 られ て い る。 ま た ヘ ロ ド トス はデ ロ ス
ロ お

島の少年少女が髪 を切って墓に供える風習について語っている。わが国にも

髪の呪力にまつわる俗信は、古来色々とある。

(未完)
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